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各地域包括ケア推進会議における論点



包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

1 医師 3 4

⻭科医師

1 薬剤師 1 通所介護 2

2 保健師 1 訪問介護

作業療法⼠ 訪問看護 1

⾼⽀連 医療相談員 1 7

⽣活⽀
援CO

理学療法⼠ 2

NPO協
議会

1 警察 2 2

⺠間企
業

2 消防 1

商店 1 ⾦融機関 1 36

医師 1 6

⻭科医師 2

1 薬剤師 1 通所介護

看護師 1 訪問介護

作業療法⼠ 1 訪問看護

⾼⽀連 1 医療相談員 6

⽣活⽀
援CO

1 理学療法⼠ 1 2

警察 1

消防 2

27

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

明第１
地域包
括支援
セン
ター

5月24日

町会 ケアマネ

⾼齢者を消費者
トラブルから守
るために地域で
できること

地区社協

市社協

⺠⽣委員

地域包括

介護事業者

ボランティア

グループ
ホーム
⼩規模多機
能

合計

市役所

ア

消費者被害未然防⽌
のための普及、啓
発。

〇訪問業者による消費者
被害に遭遇したが、事後
対応が困難な⾼齢者への
⽀援〜物忘れの⾃覚から
物忘れ外来の受診のきっ
かけへ〜

○つながりのない⼈の把握、
地域住⺠との関係作りが⼤
切。
○消費者被害の未然防⽌、被
害の早期発⾒、早期報告がで
きる⾒守りネットワークの構
築が必要。

○地域で顔⾒知りになり相談
しやすい環境を作る。
○運動教室、認知症カフェ、
地域住⺠の集まる場で消費者
被害の注意喚起、普及啓発活
動を⾏う。

○電話ｄｅ詐欺撃退機器の
普及啓発促進。
○消費者被害未然防⽌のた
めの普及、啓発活動の促
進。

ボランティア

認知症グルー
プホーム

地域包括

合計

特別養護⽼
⼈ホーム

市役所

市社協

⺠⽣委員

地区社協

町会 ケアマネ
〇元気⾼齢者であった配
偶者が急死し、突然独居
となった家事ができない
認知症⾼齢者。
〇配偶者が急死し、仕事
ができなくなるほど精神
的ダメージを受けている
⾼齢者。
〇配偶者を亡くした寂し
さから⾷事がとれなくな
り体重が激減しフレイル
が進んでいる。
〇配偶者が急死して飲酒
量が増え肝臓病が悪化し
要介護となった。

介護事業者

明第２
西地域
包括支
援セン
ター

5月11日

「終活」を考え
る〜⽼いと死へ
の準備〜

ア

「⽼い」や「死」へ
の準備とは、どのよ
うに取り組めばいい
のかわからない。

〇「⽼い」と「死」を具体的
に考えることで、介護予防の
こと、⼀⼈で⽣きることに
なった場合の準備もできるの
ではないか。
〇⼀⼈ではなかなか始められ
ないが、みんなと⼀緒なら取
り組みやすい。楽しくやるこ
とも⼤切。
〇要らない物を整理すること
で精神的な安定を得られる効
果もある。

〇講演会や勉強会を開催し、
普及啓発に取り組む。
〇体⼒・知⼒とも⼗分な50
代・60代から取り組んでも
らえるよう、多くの世代を対
象にする。
〇「遺影撮影会」「エンディ
ングノート作成会」「断捨離
した物のバザー」などの企画
で地域全体を盛り上げる。
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包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

3 医師 1 6

⻭科医師 2 1

薬剤師 1 通所介護 4

2 看護師 訪問介護

作業療法⼠ 1 訪問看護 1

⾼⽀連 医療相談員 5

⽣活⽀
援CO

理学療法⼠ 1 2

⽣活Co 2 1

地域住⺠ 3

34

6 医師 3 2

⻭科医師

薬剤師 2 通所介護

看護師 福祉⽤具 1

作業療法⼠ 1 訪問看護 1

⾼⽀連 医療相談員 4

⽣活⽀
援CO

理学療法⼠ 2

⽣活⽀援
CN

1

学識経験者 1

しぐなるあ
いす

1 25

ボランティア

本庁地
域包括
支援セ
ンター

5月25日

⾼齢者をめぐる
ごみ出しの課題
について

介護事業者

地域包括

DIG訓練の活⽤
⽅法について

明第２
東地域
包括支
援セン
ター

5月18日

⼩規模多機
能

合計

⺠⽣委員

市役所

介護事業者

合計

○個⼈情報の開⽰の⽅法につ
いて検討する。
○⽀援者をどう集うか。

○地域住⺠から個⼈情報の取
り扱いについてアンケートを
取る。

○新しい住⺠は多くなってい
る為、DIG訓練に参加しても
らう。

イ

ア

DIG訓練を⾏う際に、
必要な資料やこの地
域に合ったやり⽅と
は。

地域の繋がりを作る
にはどうすればいい
か。

ケアマネ

地区社協

町会

市社協

⺠⽣委員

地域包括

市役所

ボランティア

ケアマネ

グループ
ホーム

市社協

○以前冠⽔した場所が災害
マップに載っていない部分が
あるので⼊れる様にDIG訓練
でも話し合う。

〇分別⼀覧を分かりやすい
ものに改善をしてほしい。
〇⾃治会の機能維持のため
の施策。

〇ごみ屋敷化する原因や実態
を住⺠間でも共有し、意識強
化を図る。
〇⼾別収集や相談窓⼝を地域
住⺠に周知する。

〇町会の集会や回覧版による
制度や窓⼝周知の実施。
〇町会のごみ問題の中に⾼齢
者の課題も検討事項に含め
る。

〇ふれあい収集の周知と継
続的⽀援。

ア

⾝体機能や認知機能
低下によりごみ出し
が困難となり、ごみ
屋敷化するケースが
多い。

〇⽀援者が介⼊した時に
はごみ屋敷化しており、
不衛⽣な環境での健康維
持困難、環境改善に苦慮
する事例。

地域の⾼齢者の状態
変化に対する早期覚
知と適切な制度や相
談窓⼝の周知不⾜。

イ

〇ごみ出しが困難となる状態
の⼈は、要援護登録や買い物
⽀援が必要な⾼齢者も該当す
るため、様々な⾓度から可能
性のある⼈を把握していく。

〇ごみ出し困難となる可能性
のある⾼齢者の実態把握の継
続。
〇⾼齢者が分かりやすいごみ
の分け⽅出し⽅表の作成。

町会

地区社協

特別養護⽼
⼈ホーム
⼩規模多機
能
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包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

0 医師 2

1 ⻭科医師 1

1 薬剤師 1 通所介護 4

9 看護師 福祉⽤具 1

作業療法⼠ 1 訪問看護 1

⾼⽀連 医療相談員 4

⽣活⽀
援CO

理学療法⼠ 1

保健師 1 1

オレン
ジ協⼒

1 有識者 1 1

特養 1 33

医師 2 2

⻭科医師

薬剤師 2 通所介護

1 看護師 訪問介護

作業療法⼠ 訪問看護 1

⾼⽀連 医療相談員 2

⽣活⽀
援CO

1 理学療法⼠ 1 1

警察

消防

13

介護事業者

ケアマネ

⽮切地区におけ
る⾼齢者の居場
所作りについて

ア

サロン活動や地域の
活動もコロナで停⽌
または中⽌になって
いる。

イ

〇町会や社会福祉協議会等も
今後に向けてイベント等の再
開も検討している。

〇オンライン体操教室や交流
会を通じて社会参加もできる
ため今後展開を広げる。

〇外出の機会や地域の活
動に参加できずフレイル
のリスクがある。

合計

⼩規模多機
能

特別養護⽼
⼈ホーム

市役所

東部地
域包括
支援セ
ンター

3月9日

地区社協

市社協

⺠⽣委員

ボランティア

町会

地域包括

医療と福祉の関
係者が情報共有
するための社会
資源について

矢切地
域包括
支援セ
ンター

5月27日

町会 ケアマネ

地区社協

市社協

⺠⽣委員

まつどNPO
協議会
市⺠サポー
ター

合計

ボランティア

地域包括

介護事業者

市役所

ア

⾼齢になり、⾝体機
能や認知機能の低下
がみられ住み慣れた
地域での⽣活を継続
していく為には、医
療と福祉の関係機関
同⼠の情報共有と情
報共有システムの構
築、ツールの作成、
利⽤促進が必要であ
る。

〇認知機能低下が⾒られ
るが、通院・薬剤の受け
取りは可能。⾃宅での⾷
事や服薬の管理ができて
いるか聞き取りへの⼗分
な回答や家族からの情報
も得る事が出来ない。

新規に⽴ち上がる団
体が減少しており活
動が低下している。

〇⾼齢者だけではなく多
様な世代の⼈たちが集ま
れる場所がない。（祭り
やイベント含む）

活動に参加したい気
持ちはあるがコロナ
感染が⼼配な⽅もい
る。

〇サービス利⽤について
感染が⼼配で控えること
がある。

ウ

○既存の活動している資源を
把握する。
○正しい感染対策をしり再開
に向けた取り組みを考える。

〇正しい感染予防を⾏ったう
えで新規活動団体等があれば
地域で⽀える⼟壌を醸成す
る。

〇オンライン講座等のイベン
トに繋げたり、事業所や個⼈
でもオンライン利⽤に関する
⽀援を⾏う。

〇連絡ノート等を活⽤し、関
係機関で情報共有していく。
〇紙ベースでのやり取りには
時間を要すること、コロナ禍
による在宅ワークやコロナ感
染に配慮した訪問の場合、ス
マホやタブレット、PC等を
利⽤し情報共有する。

〇お薬⼿帳の電⼦化で、情報
共有しやすくなる。
〇マイナンバーカードの活⽤
で、マイナンバーカードの利
⽤によるシステムが必要。
〇医療・介護連携地域ICTシ
ステムを活⽤し、必要な情報
だけを関係機関同⼠で共有す
る。
〇利⽤者に適した情報共有⽅
法で対応する。

〇医療・介護連携地域ICTシ
ステムについて介護⽀援事
業所等の関係機関への研修
等を実施し、活⽤を促進す
る。

〇既存の資源を活かしながら
中⽌されている活動の再開に
ついて検討する。
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包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

1 医師 1 7

0 ⻭科医師 0

0 薬剤師 1 通所介護 2

2 保健師 1 福祉⽤具 2

作業療法⼠ 0 訪問看護 1

⾼⽀連 0 医療相談員 2 5

⽣活⽀
援CO

1
居宅⽀援委
⾏員

1 3

シルバー⼈
材センター

1 1

リユース⼯
房

1 2

成年後⾒セ
ンター

1 36

2 医師 1 3

1 ⻭科医師 1

薬剤師 1 通所介護 1

1 看護師 福祉⽤具

作業療法⼠ 1 訪問看護 1

⾼⽀連 1 医療相談員 4

⽣活⽀
援CO

1 理学療法⼠ 3

司法書⼠ 1

消防 1

その他 2 26

○フリーマーケットや０円
マーケットを実施。
○リサイクルショップの出張
買取サービスを利⽤。
○エンディングノートに不⽤
品処分について記⼊する。

1.個別事例検討
から把握された
地域レベルの課
題について
２.地域レベルの
課題解決の取り
組みについて

介護事業者

資源の有効活⽤のた
めの不要物品のマッ
チングが必要。

〇⾝体機能低下があり、
家事⽀援を受ける必要性
が出ているものの、家電
があれば⾃⽴⽣活が可能
と思われる事例。

常盤平
地域包
括支援
セン
ター

5月19日

市社協

ボランティア

⺠⽣委員

町会

地区社協

ケアマネ

市役所

地域包括

市役所

特別養護⽼
⼈ホーム

合計

特別養護⽼
⼈ホーム

商店

資源の有効活⽤
を⾏うための取
り組みについて

○０円マーケットを空きス
ペースで実施する。
○地域でフリーマーケットを
実施する。
○物を売る場所、安く買える
場所の情報をまとめる

○ゴミを資源にするため分
別を⾏う団体を作る。
○無料引取スポットを増や
す。
○リサイクルセンターまで
届ける⼈or回収する⼈が必
要。

ものが捨てられない
⾼齢者の⽣きがいや
意欲を引き出す⼈的
⽀援の必要性。

〇買い物依存があり、物
を捨てることができない
要介護状態の⾼齢者。

ア

顔が⾒える関係づく
りを構築していくた
めの居場所づくり
を、どのようにして
作り上げていけばよ
いか。

〇配偶者が逝去し独居と
なった認知症⾼齢者の事
例
〇セルフネグレクト状態
の⾼齢者の健康と⽣活の
安定を考えた事例

ア

常盤平
団地地
域包括
支援セ
ンター

4月7日

介護事業者

ボランティア

⺠⽣委員

地区社協

市社協

町会 ケアマネ

⼩規模多機
能

地域包括

合計

ィ

〇どんな居場所で、どんな役
割の⼈がいて、その⽀え⼿を
をどのように増やしていった
らよいか等の意⾒を地域で共
有する。

〇「UR地域医療福祉拠点
化」「地域づくり会議」「ま
つどDEつながるステーショ
ン」が連携して、集約した意
⾒を参考に、居場所づくりの
具体策へ繋げていく。

○不⽤品が出そうな家庭が
あった時には情報共有をする
○保管してある不⽤品⼀覧
や、引き取りのチラシ作成
○余っている⾷品はフードド
ライブやフードバンクで活か
す。
○欲しい・あげたいBOXを
地域に設置する。

○不⽤品が出た時は包括や回
収をしている事業所に連絡す
る。
○欲しい⼈、あげたい⼈の情
報アンテナを持っておく。
○物の運搬はリサイクル業者
やボランティアと連携する。
○不⽤品が出たら欲しい⼈が
現れるまで可能な限り保管し
ておく。

○不⽤品情報管理の窓⼝設
置。
○マッチング専⽤ダイヤル
を設置。
○不⽤品保管場所の提供
（空き家等）。
○⼈的⽀援を有償にするた
めに委託費や予算をつけ
る。
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包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

1 医師 2 7

1 ⻭科医師

1 薬剤師 通所介護

2 看護師 1 訪問介護

基幹 1 訪問看護

⾼⽀連 3 管理栄養⼠ 1 6

⽣活⽀
援CO

理学療法⼠ 1

松⼾
NPO

1 学校⻑ 1 1

保健セン
ター

1

35

医師 5

3 ⻭科医師

1 薬剤師 1 通所介護

3 看護師 訪問介護

常盤平基幹 訪問看護 1

⾼⽀連 2 管理栄養⼠ 1 6

⽣活⽀
援CO

理学療法⼠ 1 2

松⼾
NPO

学校⻑ 2 1

健康推進課 1

30

イ

〇認知症
〇⾒守り
○地域包括ケアシス
テム

〇⽇中独居の為、徘徊し
ないよう⾨扉等に施錠し
てしまう。

〇認知症の症状と対応を協議
し情報共有。

〇認知症サポーター養成講座
の普及啓発。

〇認知症
〇医療・介護連携
〇⾒守り
〇居場所作り
〇地域包括ケアシス
テム

〇⾼齢者夫婦の本⼈が認
知症となり配偶者が介護
してるが、配偶者の意向
に反して⼦の判断で本⼈
を施設へ⼊所。

地域の⽅々に「⼦どもに騙さ
れた」「お⾦がない」等話し
たり⼿紙を投函。近隣住⺠は
⼼配しお⾦を貸したり⾷材を
渡す等あり。

⼦・地域住⺠・⺠⽣委員・ケ
アマネ・包括で各協議し、お
⾦や⾷材の無⼼をしない・さ
せない事で同意。約束を守れ
ば本⼈と⾯会可能と伝える。

〇地域資源や⽀援機関等の
マッチングの重要性を包括
に伝える。

〇⾒守り
〇地域包括ケアシス
テム

認知症サポーター養成講座の
普及啓発。

地域の⽅を含めたサービス担
当者会議を開催。インフォー
マル含め役割分担をケアプラ
ンに組み込み地域の⽅にも配
布。

〇キーパーソンの親族が
本⼈の意向を全て決めて
しまう。

〇近隣住⺠の関係性が希薄で
地域にどんな⽅が住んでいる
か顔が⾒えてこない。

〇地域の⽅向けに「権利擁
護」の研修を⾏う。

ア

〇認知症
〇医療・介護連携
〇⾒守り
〇居場所作り
〇地域包括ケアシス
テム

〇地域との交流があった
独居⾼齢者が認知症とな
り、徘徊や⾦銭管理がで
きなくなる。

五香松
飛台地
域包括
支援セ
ンター

3月17日
地域包括ケアシ
ステム

介護事業者

ボランティア

市役所

特別養護⽼
⼈ホーム

⼩規模多機
能

合計

町会

地区社協

市社協

⺠⽣委員

地域包括

ケアマネ

五香松
飛台地
域包括
支援セ
ンター

5月19日
地域包括ケアシ
ステム

地区社協

町会 ケアマネ

地域包括

⺠⽣委員

介護事業者

市社協

市役所

特別養護⽼
⼈ホーム
⼩規模多機
能

合計

ボランティア

ア

ウ

〇地域資源や⽀援機関等の
マッチングの重要性を包括
に伝える。

〇向こう三軒両隣の関係性を
構築していきたい。

〇地域関係者と連携し、地域
づくりに取り組んで⾏く。
〇「知らない事を知る」とい
うテーマを地域ケア推進会議
や地域作り交流会等で共有認
識し継続審議を⾏う。

〇認知症の症状と対応を協議
し情報共有。イ

〇認知症
〇⾒守り
〇居場所作り
○地域包括ケアシス
テム

〇集合住宅のベランダで
作業し⼤きな⾳を⽴てる
等苦情が出る。

ウ

〇⾒守り
〇介護予防
〇居場所作り
〇地域包括ケアシス
テム

〇精神疾患の⼦と共依存
関係で住環境が悪い。

〇地域の⽅が⼀緒に銀⾏に
⾏ったり、毎⽇伺ったりと⾒
守る。
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包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

1 医師 1 7

⻭科医師 1

薬剤師 1 通所介護 3

1 看護師 訪問介護

作業療法⼠ 訪問看護 1

⾼⽀連 1 医療相談員 4

⽼⼈会 1 理学療法⼠ 1 3

⽣活⽀
援CO

1 警察 1

消防 2

30

1 医師

⻭科医師

薬剤師 通所介護

⻭科医院事
務

1 訪問介護

⽀所 1 訪問看護

⾼⽀連 管理栄養⼠ 2

⽣活⽀
援CO

理学療法⼠ 4

松⼾
NPO

総合医療セ
ナt－

1

保健セン
ター

1

11

成年後⾒制度の普及啓発。

小金地
域包括
支援セ
ンター

3月30日

地区社協

町会

地域包括

市役所

特別養護⽼
⼈ホーム

ボランティア

ゴミ出し・分別
について、困難
を抱える⾼齢者
に対し、地域で
できること

○⺠⽣委員との連携
○回覧板等の地域の声掛け
○オンラインの活⽤
○社会参加のきっかけ作り

○⺠⽣委員が安否確認
○オンライン体操教室
○オレンジ協⼒員パトウォー
ク
のチラシ配布や個別訪問

ウ

成年後⾒制度の利⽤
や意思決定⽀援が重
要になっている。

〇後⾒⼈が付いている⾼
齢者の意向をどのように
確認し関係者間で共有す
るとよいか。

⽀援関係者（専⾨職と地域関
係者）で情報共有して
意思決定⽀援をしていく。

関係者が意思決定⽀援に対す
る共通認識を持ち、⽀援す
る。

5月18日

ケアマネ

介護事業者

市社協

⺠⽣委員

町会

地区社協

ボランティア

地域包括

市役所

特別養護⽼
⼈ホーム
グループ
ホーム

合計

六実六
高台地
域包括
支援セ
ンター

ケアマネ

イ

〇介護を抱え込んでしま
う介護者の負担軽減や意
向の尊重の仕⽅につい
て。

○介護者がリフレッシュで
きる居場所作り
○ピアカウンセリング紹介
○関係者が情報共有する

○男性介護者⽀援（包括で作
成した情報誌の提供など）
○オレンジ協⼒員の個別訪問
による声掛け

○相談窓⼝の紹介
○オレンジ協⼒員、認知
症ケアパスの普及啓発

1. 感染対策に留
意した安⼼安全
な⾒守り
2. 地域住⺠の活
動の連携
3. ⽀援が必要な
⽅の早期発⾒・
早期対応

○オンラインの推進
○感染症対策の普及啓発
○バリアフリーな環境整
備

介護事業者

介護者の孤⽴を防
ぐ。

合計

⼩規模多機
能

ア

公的サービスを利⽤
することで地域や社
会とのつながりが希
薄になる。

〇独居の認知症⾼齢者の
緊急時に備え、地域がど
のように関わることがで
きるか。

市社協

⺠⽣委員

ア

ゴミ出し・分別につ
いて、困難を抱える
⾼齢者に対して、地
域でできることはな
いか。

〇認知症がある独居の⽅
のお⾦の管理について。

〇松⼾市ゴミ分別アプリの周
知をする。
〇アプリの活⽤を促す。
〇環境業務課にゴミ出しにつ
いての啓発活動を依頼する。

〇松⼾市ゴミ分別アプリの周
知をする。
〇アプリの活⽤を促す。
〇環境業務課にゴミ出しにつ
いての啓発活動を依頼する。

〇「家庭ごみの分け⽅出し
⽅」「地区表」のイラスト
や図を分かりやすく作成す
る。
〇通勤・通学途中にゴミ出
し⽀援をできる団体の⽴ち
上げ。
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包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

14 医師 2 3

1 ⻭科医師

薬剤師 通所介護

3 保健師 訪問介護

作業療法⼠ 1 訪問看護 1

⾼⽀連 1 スクールソーシャ
ルワーカー 6

⽣活⽀
援CO

1 理学療法⼠ 2

オレンジ協
⼒員 4 警察

MSW 1 消防

活動団体 1 41

医師 1 2

1 ⻭科医師 1

1 薬剤師 1 通所介護

3 看護師 訪問介護

作業療法⼠ 訪問看護 1

⾼⽀連
(重複)

1 医療相談員 2 4

⽣活⽀
援CO

1 理学療法⼠ 3

警察

消防

保健師 1 ⾔語聴覚⼠ 1 23

○社会との繋がりがない⽅へ
信頼している主治医等からの
促しによる繋ぎなどがあると
良い。

○主治医との連携。
○社会との繋がりが薄い⽅の
安否確認をする体制作りとし
て包括・⺠⽣委員・オレンジ
協⼒員等が連携する。

○社会との繋がりを処⽅す
る“社会的処⽅”の推進

ア

○ADL低下により外
出できない⽅、移動
⼿段がない⽅などの
地域資源の活⽤。

〇独居で⾝の回りの事が
できていないが、⾃宅で
の⽣活を希望している⽅
ケース。

○移動スーパーによる買い物
⽀援。
○包括の出張相談窓⼝や⻭科
医師による⼝腔チェック。
○2⼈主治医制を取る。

○既存の活動の場を⼯夫し活
⽤するとともに、⾝近で参加
しやすい場の提供を検討して
いく。

○移動スーパーとの提携

イ

新松戸
地域包
括支援
セン
ター

5月19日

町会 ケアマネ

⾼齢者を⽀える
⽀援について
（居場所・⾒守
り体制・ペット
関係の地域資
源）市役所

地区社協 介護事業者

市社協

⺠⽣委員

ボランティア

地域包括

特別養護⽼
⼈ホーム
⼩規模多機
能

合計

小金原
地域包
括支援
セン
ター

5月30日

地区社協

市社協

ボランティア

市役所

ア

町会の活動が休⽌し
ている中、いろいろ
な課題があがってき
ている。ケアマネ
ジャー、介護保険
サービス事業所も同
様。地域全体で取り
組む時期に来ている
のではないか。

○新たに越してきた⼈や
地域住⺠が関係作りの難
し⼈が孤⽴しているケー
ス。
○周りの⼈の助⾔を聞き
⼊れない、発進⼒の低下
と共に受信⼒の低下も⾒
られるのではないか。

町会

〇1つ1つの問題が複合化し
ている為⽀援者側の横のつ
ながりが必要となる。その
体制作り

〇⼈とつながる場が果たす役
割が⼤きい。
〇コロナ禍でも⼗分な対策を
講じた上でクリーンデーなど
が重要な活動の場となってい
る。
〇町会⻑が窓⼝となり挨拶や
声かけを⾏っている。

○出張包括、パトウォークに
より町会中⼼とした地域との
つながりを強化している。
○引き続き町会の活動の場に
出向き⼈がつながれる地域づ
くりにむけ協働する。
○気づきあう視点がお互いに
持てるように協⼒していく。

⺠⽣委員

特別養護⽼
⼈ホーム
⼩規模多機
能

地域包括

○⾼齢者のペット飼育につ
いて知識普及の徹底
○経済的に困窮している飼
い主への⽀援

○ペットを飼う⼼得を知る機
会を作る。
○ペット仲間との交流。
○⾃費ヘルパーや家政婦の利
⽤。

○包括の啓発教室等で⾼齢者
のペット飼育について周知。
○飼い主達の交流の場の開催
を検討していく。

介護事業者

ケアマネ
1.令和3年度1.2
回地域包括ケア
推進会議のふり
かえり
2.町で⾏われて
いる会議の紹
介・令和4年度1
回⽬出張包括の
感想
3.グループワー
ク︓町会での困
りごとを聴取し
てのワーク
4.グループワー
クの共有

合計

○社会との繋がりが
ない⽅の把握。
○⼈との関わりを求
めていない⽅、⾃発
的に出ない⽅等への
⽀援。
○活動を知る⼿段。

〇夫婦⼆⼈暮らしで共依
存があり、コロナ禍によ
り地域との交流がなく
なってしまったケース。

ウ

○ペットに関する地
域資源がなく、⾃助
に頼らざるをえな
い。

〇認知症の独居⾼齢者。
猫を飼っているが世話が
できない。本⼈は猫とと
もに在宅⽣活を希望。
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包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

2 医師 1 3

1 ⻭科医師 1

1 薬剤師 1 通所介護

⾔語聴覚⼠ 1 訪問看護 1

⾼⽀連 医療相談員 4

⽣活⽀
援CO

理学療法⼠ 1

警察

消防

⽣活⽀援コー
ディネーター

1 18

医師 1

⻭科医師 1

薬剤師 1 通所介護 1

2 看護師 訪問介護

作業療法⼠ 訪問看護

⾼⽀連 医療相談員 4

⽣活⽀
援CO

1 管理栄養⼠ 1 3

警察 1

消防 2

18

馬橋地
域包括
支援セ
ンター

5月12日

町会 ケアマネ

災害時の備えが
できる地域⼒を
強める為、⽇頃
から地域住⺠が
取り組むべき普
及啓発とは

グループ
ホーム

地区社協 介護事業者

市社協

⺠⽣委員

ボランティア

地域包括

市役所

⼩規模多機
能

合計

ア

○コロナ禍で地域住⺠の
関係が希薄になってい
る。
○災害時の要⽀援者に対
するマンパワー不⾜。
○避難先がわからない住
⺠が多い。

災害時に協⼒し合え
る世代を超えた関係
づくり。

○今までに関わりのない地域
住⺠等にアプローチし、地域
で⾒守る⼈を増やす。
○町会とサービス事業所の顔
の⾒える関係づくり。

○多世代で参加できるイベン
トを実施する。
○地域住⺠やサービス事業所
が顔の⾒える関係づくりがで
きる機会を持つ。

馬橋西
地域包
括支援
セン
ター

5月27日

地域とのつなが
りを持たない、
関係性が悪い⽅
等の緊急時（コ
ロナウィルス
等）の対応につ
いて

市役所

特別養護⽼
⼈ホーム
⼩規模多機
能

合計

ボランティア

地域包括

⺠⽣委員 ケアマネ

地区社協 介護事業者

市社協

〇虐待防⽌条例の普及啓
発。

〇情報発信ツールの普及啓
発。

○電話、⼿紙、⾬⼾の開け閉
め等で把握。
○広報まつど、松⼾ニュース
等の情報発信ツールの活⽤。

○予防接種、マスク、防護服
の利⽤など感染予防対策の徹
底。
○適切な情報を収集できる様
にする。

○ご近所との関係性が悪
い。
○ご近所の関係が希薄。
○コロナ禍での感染予防
と⾒守り活動。

地域と繋がりが希薄
だったり、関係性が
悪いと緊急時に助け
合うことができない
可能性がある。

ア

イ

本⼈、家族と中々会
う事が出来ない⽅が
いる。⾃ら助けを求
めることができな
い。

〇アルコール、認知症、
他問題を抱えた世帯には
会う事が出来ない家族が
多い。

○虐待等世代間の問題として
繋がっていかないような⽀援
を⾏っていく。

○⾷の確保等、本⼈たちが興
味がある事から関わりを持っ
ていく。
○⼦育てライン等のコミュニ
ケーションツールの普及啓
発。
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